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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　昭三様～八戸赤十字病院　呼吸器科受診。本日は採血検査のみ実施し、たばこの影響が考えられるが、癌の可能性も否定できず、精査するには小さすぎるので難しく、様子を見て3ヶ月後にX-P検査の予定をくんで大きくなったら検討していくとのこと。次回は3/25（水）9：00～9：30予約であり、採血結果説明するので本人様も来院するようにとのことであった。次回も姉様は同行できるが、姪様ももしかしたら同行し車を出せるかもしれないので、明日までにお姪様が車を出して同行できるか病院に連絡しますとのことであった。同行できなければスタッフ1名付き添ってほしいとのこと。外出申請、入院証明書依頼済。次回の受診用の服は本日と同じものを着せてほしいとのこと。マイナンバーカードや予約票などは家族様が持ち帰っている。本日アノーロエリプタ吸入1キット処方あり。

・差ヶ久保 清文様～4/24まで吸引指示もらっています。主治医より採血指示あるも浮腫著明であり実施できず主治医へ報告し本日分は中止となる。

・大久保 寧子様～入院時の情報では家族様は自宅退院を希望しており主治医より入院後の経過と今後についての確認のため主治医面談設定するように指示あり、兄様へ連絡。3/24（火）15：00南病棟で実施することとなり、南病棟玄関へきていただくように説明している。面談前日にCT検査指示あり。

＜ユニット移動＞
・久保田　タツ子様～南B104→南A123

・大崎　綾子様～南C201→南B104

・菰田 静子様～南D208→南C201

＜田名部Dr.診察＞
・・丹内　栄子様～臨時薬のレボフロキサシンは飲み切り中止の指示。

＜皮膚科診察情報＞
・風間　和子様～肋骨部治癒。右外踝部新たにゲーベンクリーム+ガーゼ保護。他処置継続。

・北野　恵一様～後頭部～頚部、発赤、落屑著明。痒みなし。脂漏性皮膚炎疑い、デルモゾールDPローション塗布指示あり、処方。顔面に発赤あり、　デルモゾールDP軟膏塗布指示。タベジール処方する。

・川村　亨様～仙骨部のポケットは1～1.5ｃｍあり、市民病院か北村皮膚科受診検討するように指示あり。明日主治医診察時にみてもらい、検討をとのことであった。薬剤情報などは土井Drはわからないので紹介状は主治医へ作成してもらい、受診時は軟膏など分かるように家族様と看護師が付き添った方がよいとのことであった。左臀部も表皮剥離ありゲーベンクリーム+ガーゼ保護の指示あり。

・久保田　タツ子様～肛囲～臀部：暗赤色発赤あり、エキザルベ軟膏。左臀部1×1ｃｍの表皮剥離局面あり。テラマイシン軟膏+ガーゼ。踵部処置継続。

・佐藤　タキ子様～仙骨部表皮剥離局面あり、テラマイシン軟膏+ガーゼ追加。他処置継続。

・大久保　寧子様～背部処置変更、ブロメライン軟膏→ゲーベンクリームへ変更。

※他の方々は処置変更なし、継続指示。

＜要注目患者様情報＞
・風間　和子様～各食1/4～1/2摂取。傾眠がちで開口せず。嚥下にやや時間要するもむせ込みはなし。バイタルサイン異常なし。点滴トラブルなし。
	
・差ヶ久保　清文様～声掛けにすぐに開眼するも焦点合わず。発声あるも言葉にはならず。バイタルサイン異常なし。四肢の浮腫著明にて採血検査困難な状態。現在の点滴はトラブルなく経過する。
						
・上野　カヨ様～朝食後落ち着きなくつきまといあるも、しばらくすると落ち着いている。

・石田　松春様～表情穏やかに過ごされている。

・中川　秀雄様～易怒性や不穏さなく落ち着いている。

・松村　俊雄様～朝食2/3摂取.車椅子からずり落ちてしまうため、必要時臥床促している。

・佐々木　廣様～朝食全量摂取。血圧85/54㎜Hgその他バイタルサイン異常なし。

[bookmark: _GoBack]・高島　愛子様～転入後、危険行為なく静穏に過ごす。

＜転入患者様情報＞
高島　愛子様　主治医:村上Dr　担当スタッフ:大矢NS、エリカCW
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転棟サマリー

（東病棟Cユニット→南病棟　ユニット）

転出日：R8年3月19日

患者様氏名 高島 愛子  　様  担当主治医　：　村上　祐介

 常食　ハーフ食　各食メイバランスミニ1本

 なし

入院年月日 令和8年2月19日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　レビー小体型認知症

 身体合併症：アルツハイマー型認知症、うつ病、

                   薬剤性パーキンソン症候群、不眠症、便秘症

備考

【緊急時】当院

【持参薬】有  無くなり次第当院処方へ切り替え希望あり

【既往・合併症】詳細不明

【感染症】なし

【ワクチン】不明

【アレルギー】無

【車椅子】なし

【売店】なし

【貴重品】なし

【介護保険】要介護1  ケアマネ　医師会在宅介護支援センター　吉田様



最終排便（令和８年3月14日）

精神症状

認知症中核症状（記銘力障害、見当識障害、理解・判断力低下など）あり

認知症周辺症状（落ち着きの無さ、易怒性など）あり

問題行動 なし

処遇制限 なし

 セッティングにて自立

 

（記載者：　藤原　香織　　印　　）

最終入浴日（令和８年3月18日）

生活自己管理状況

備考

買い物カード

退院計画

（家族受け入れ状況）

  施設希望　白山台やすらぎ館は退去となり、認知症の状態からも今後受け入れは困難。

  家族遠方及び緊急時に対応できる親族が市内におらず多数の施設からお断りされている

  状況にあり、ケアマネからは長男の住む神奈川県で施設探しを行うことを勧めていると。

現在の処置 なし

ADL


